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わ
か
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萌
え
出
ず
る

河
北
郡
市
医
師
会
会
長　

北
谷　

秀
樹

　

平
成
二
十
三
年
、
初
春
、
我
が
河
北
郡

市
医
師
会
誌
が
〝
わ
か
ば
〞
の
名
の
下

に
、
会
員
の
皆
様
で
作
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
誌
と
し
て
復
刊
し
ま
し
た
。〝
わ

か
ば
〞
は
、
八
十
五
年
の
歴
史
を
持
つ
私

た
ち
の
医
師
会
の
社
交
親
睦
団
体
と
し
て

の
若
葉
会
と
と
も
に
、
昭
和
三
十
五
年
に

創
刊
さ
れ
た
と
記
録
に
残
る
河
北
郡
医
師

会
報
『
わ
か
ば
』
に
も
冠
さ
れ
た
由
緒
あ

る
名
称
で
あ
り
ま
す
。

　

若
葉
は
辞
書
に
依
る
ま
で
も
な
く
『
生

え
出
で
間
も
な
い
草
木
の
葉
』
の
意
で

あ
り
、
英
語
で
はgreen leaf, 

brow
se, shoot,

な
ど
が
充
て

ら
れ
ま
す
が
、
厳
し
い
冬
を
枯

れ
枝
の
中
で
耐
え
、
や
が
て
陽

光
に
誘
わ
れ
て
萌
え
出
で
て
、

大
地
を
生
命
で
満
た
す
彩
り

を
想
起
さ
せ
ま
す
。

　

さ
て
、
目
を
現
実
に
転
じ
れ

ば
、
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る

医
療
の
現
場
も
、
社
会
や
経
済

の
変
化
と
は
無
関
係
で
は
あ

り
得
ず
、
そ
の
波
に
巻
き
込
ま

れ
、
と
も
す
れ
ば
足
を
取
ら
れ

そ
う
に
な
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

半
歩
退
い
て
眺
め
て
み
る
と
、
世
に
病
め

る
人
が
あ
る
か
ぎ
り
、そ
の
病
と
対
峙
し
、

病
め
る
人
を
包
み
込
み
、
癒
せ
る
の
は
、

私
た
ち
地
域
の
前
線
に
い
る
医
師
の
責
務

で
あ
る
と
と
も
に
、
専
有
す
る
天
与
の
職

で
あ
り
ま
す
。

　

復
刊
〝
わ
か
ば
〞
が
、
天
与
の
職
に
邁

進
す
る
会
員
の
皆
様
の
知
的
好
奇
心
を
く

す
ぐ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
そ
し
て
忙
中
の

オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
新
緑
（green leaf

）

の
潤
い
を
も
た
ら
し
、
天
に
向
か
っ

て
萌
え
出
ず
る
（shoot

）
力
と
な
り
、

そ
し
て
折
々
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て

も
ら
え
る
宿
り
木
（brow

se

）
と
し

て
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
編
集
委
員
長
紺
井
一
郎
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
編
集
委
員
の
皆
様
、
そ
し

て
、
何
よ
り
も
投
稿
を
頂
き
ま
し
た
会

員
の
皆
様
に
敬
意
を
込
め
て
。

会長挨拶
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患
者
・
地
域
住
民
・
国
民
と
と
も
に
と
い
う
こ
と

患
者
・
地
域
住
民
・
国
民
と
と
も
に
と
い
う
こ
と

石
川
県
医
師
会
長　

石
川
県
医
師
会
長　

小
森　
　

貴

小
森　
　

貴

　

平
成
10
年
に
設
置
さ
れ
た
「
日
本
医
師
会
未
来
医

師
会
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
は
、
そ
の
２
期
目
の
委
員

会
の
１
回
は
合
宿
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
平

成
12
年
11
月
４
〜
５
日
に
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
当
日
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
八
代
尚
宏

氏
（
現
国
際
基
督
教
大
学
教
授
）
で
、
当
時
は
行
政

改
革
推
進
本
部
規
制
改
革
委
員
会
（
委
員
長　

宮
内

義
彦
オ
リ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
）
委
員
で
あ
り
、
医

療
シ
ス
テ
ム
に
市
場
原
理
の
導
入
、
営
利
法
人
の
医

療
へ
の
参
入
を
主
張
し
て
い
た
。
氏
の
「
市
場
経
済

と
医
療
」
と
題
す
る
講
演
を
拝
聴
し
た
後
、
２
時
間

に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

　

時
お
り
し
も
、
国
を
あ
げ
て
の
規
制
改
革
論
争
の

真
た
だ
中
で
あ
り
、
10
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10

回
規
制
改
革
委
員
会
（
公
開
討
論
「
21
世
紀
の
日
本

〜
こ
こ
を
変
え
る
、
こ
こ
を
守
る
〜
」）、
に
お
い
て
、

氏
は
「
全
て
を
市
場
に
委
ね
る
と
い
う
の
は
、
今
の

日
本
の
現
状
か
ら
見
て
余
り
に
も
ほ
ど
遠
い
、
そ
う

い
う
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
批
判
は
分
か

る
が
、
む
し
ろ
今
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
心
配

は
全
く
逆
の
状
況
に
あ
る
と
思
う
」「
競
争
原
理
と

い
う
の
は
、
あ
る
人
が
成
功
す
れ
ば
、
別
の
人
が
失

敗
す
る
と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
そ
れ
は

全
然
違
う
」
と
主
張
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
神
野
直
彦
東
京
大
学
教
授
は
「
日

本
が
間
違
え
て
い
る
の
は
、
協
力
原
理
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
門
な
ど
に
、
競
争
原
理
を
持
ち
込

ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
反
論
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
討
論
に
対
し
て
、宮
内
委
員
長
が「
神

学
論
争
」
で
あ
る
と
の
感
想
を
述
べ
、「
ア
メ
リ
カ

型
の
社
会
を
め
ざ
す
」、「
弱
肉
強
食
と
の
批
判
は
あ

た
ら
な
い
」
等
の
刺
激
的
な
言
葉
で
論
争
を
煽
ら
れ

た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　

八
代
氏
の
講
演
で
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
非
効
率

性
を
最
大
限
主
張
し
、
医
療
を
民
間
・
市
場
に
委
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
規
模
が
拡
大
さ
れ
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
弱
者
（
患
者
）
も
ま
た
潤
う
こ
と
を
強

調
さ
れ
た
。（
こ
れ
は
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
と
し

て
後
に
有
名
に
な
る
）

　

一
方
私
達
医
師
は
、
日
常
の
診
療
で
、
病
に
倒
れ
、

辛
い
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
懸
命
に
回
復

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
方
々
と
向
き
合
っ
て
い

る
。
医
学
・
医
療
は
、
人
と
人
の
多
様
性
と
尊
厳
を

尊
重
し
、
病
や
障
害
と
闘
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

に
対
す
る
根
源
的
な
共
感
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
医

師
は
自
律
的
に
こ
の
原
理
を
遂
行
し
て
い
る
の
だ
。

氏
と
の
意
見
交
換
で
は
、終
始
議
論
が
か
み
あ
わ
ず
、

最
後
に
氏
は
「
ど
う
し
て
君
に
は
理
解
で
き
な
い
の

だ
」
と
語
っ
て
座
を
立
た
れ
た
。

　
「
神
学
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
な
ら
、
そ
れ
で
も
構
わ

な
い
。
私
達
は
患
者
・
地
域
住
民
と
そ
の
い
の
ち
を

守
っ
て
い
く
。
そ
し
て
全
人
生
を
か
け
て
社
会
正
義

の
た
め
に
行
動
し
続
け
る
の
だ
。
国
民
は
必
ず
私
達

を
支
持
し
、私
達
の
も
と
に
凱
歌
は
あ
が
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
感
情
は
深
く
私
を
貫
き
、
そ
れ
は
今
で

も
炎
と
な
っ
て
燃
え
て
い
る
。
医
師
会
活
動
を
続
け

て
い
る
私
の
原
動
力
だ
。

　

最
後
に
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
言
葉
を
掲
げ
、

河
北
郡
市
医
師
会
と
会
員
の
皆
様
の
ま
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
祈
り
、
わ
か
ば
会
誌
再
刊
号
へ
の
寄
稿
と

し
た
い
。

河
北
郡
市
医
師
会
新
定
款
作
成
委
員
・
石
川
県
医
師
会
公
益
法
人
制
度
改
革
対
策
委
員

由
雄　

裕
之

公
益
法
人
改
革
に
つ
い
て

　
「
善
意
は
、
そ
の
結
果
や
成
果
の
た
め
に
、
善
い

も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
自
体
が
善
い
も
の

な
の
だ
。
最
善
の
努
力
を
も
っ
て
し
て
も
何
も
達
成

し
な
い
場
合
で
も
、
善
意
は
そ
れ
自
体
が
全
き
価
値

を
持
つ
も
の
と
し
て
、
宝
石
の
よ
う
に
光
り
輝
く
」

特別寄稿特別寄稿
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

は
、
Ａ
型
、
Ｂ
型
お
よ
び
Ｃ
型
の

３
種
類
あ
り
ま
す
が
、
人
で
大
流

行
す
る
の
は
主
に
Ａ
型
と
Ｂ
型
の

２
種
類
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し
た
冷
た
い
空

気
を
好
む
た
め
、
主
に
冬
に
大
流

行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
本
来
、
野
生
の
鳥
の
消

化
管
に
常
在
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
あ

り
、
３
種
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
元
々
は
鳥
由
来
の
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
詳
細
な
研
究
の
結
果
、
Ａ
型

ウ
イ
ル
ス
は
、
約
１
５
０
年
前
に

人
に
伝
搬
し
、
人
と
人
と
の
間
で

感
染
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
進
化

し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
発
生
す
る
と
、
人
に
は
免

疫
が
な
い
た
め
大
流
行
し
や
す

く
、
重
症
者
や
死
亡
者
も
増
え
る

た
め
、
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
脅

威
と
な
り
ま
す
。
２
０
世
紀
に
人

類
は
４
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

世
界
的
大
流
行
を
経
験
し
て
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
も
の
で
す
。
古
い
順
に
名

前
を
あ
げ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
１
９
１
８
〜
２
０

年
）、
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
５
７
、５
８
年
）、
香
港
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
６
８
、６
９
年
）、
ソ

連
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
７
７
、７
８

年
）
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
ソ
連
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
実
は
同
じ
タ
イ
プ
な
の
で
、
厳

密
に
は
３
種
類
の
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
４
回
の
大
流
行
を
人
類
は

経
験
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
い
ず
れ
も

鳥
ウ
イ
ル
ス
と
人
ウ
イ
ル
ス
と
の

遺
伝
子
再
集
合
に
よ
り
生
じ
た
、

い
わ
ば
〝
鳥
〞
と
〝
人
〞
の
間
の

子（
あ
い
の
こ
）ウ
イ
ル
ス
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
メ
キ
シ
コ
で
発
生

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（H
1N
1pdm

）
も
間
の
子
ウ
イ

ル
ス
で
、
北
ア
メ
リ
カ
系
統
の
豚

ウ
イ
ル
ス
、
北
ア
メ
リ
カ
系
統
の

鳥
ウ
イ
ル
ス
、
人
の
季
節
性
ウ
イ

ル
ス
、
お
よ
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
系
統

の
豚
ウ
イ
ル
ス
の
４
つ
の
ウ
イ
ル

ス
の
遺
伝
子
再
集
合
よ
り
生
じ
た

も
の
で
す
。
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
特
徴
は
７
点
あ
り
ま

す
。
①
日
本
で
は
流
行
の
ピ
ー
ク

が
11
月
と
早
か
っ
た
こ
と
、
②
若

年
者
、
特
に
10
歳
代
の
子
ど
も
の

感
染
者
が
多
か
っ
た
こ
と
、
③
重

症
者
は
慢
性
呼
吸
器
疾
患
の
成
人

に
多
か
っ
た
が
、
基
礎
疾
患
の
な

い
人
の
重
症
者
も
多
か
っ
た
（
誰

が
重
症
化
す
る
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
）、
④
青
壮
年
の
死
亡
者
が
多

か
っ
た
、
⑤
一
方
、
高
齢
者
の
死

亡
者
が
少
な
か
っ
た
（
高
齢
者
に

は
免
疫
が
あ
っ
た
）。
⑥
死
亡
の

原
因
と
し
て
は
肺
炎
が
多
く
、
成

人
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
肺
炎
が

み
ら
れ
た
。
⑦
世
界
的
に
は
多
く

の
死
亡
者
が
発
生
し
、
米
国
で
は

死
亡
率
が
０
．
０
２
％
で
あ
っ
た

が
、
日
本
で
は
少
な
く
、
死
亡
者

数
は
約
２
０
０
名
で
、
死
亡
率
は

０
．
０
０
１
％
で
あ
っ
た
（
例
年

通
り
の
早
期
診
断
、
早
期
治
療
が

功
を
奏
し
た
）。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
流
行
が
ど
う
な

る
か
、
誰
に
も
予
測
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
約
９
０
年
前
に
大
流
行
し

た
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

場
合
、
第
一
波
は
１
９
１
８
年
11

月
、
第
二
波
は
１
９
２
０
年
１
月

で
し
た
。
歴
史
が
繰
り
返
す
の
で

あ
れ
ば
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
流
行
は

２
０
１
１
年
１
月
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
さ
て
ど
う
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

石
川
県
立
中
央
病
院 

呼
吸
器
内
科 

診
療
部
長　

西　
　

耕
一

ホルター心電図ホルター心電図ホルター心電図
　私こと由雄が、これまで経験した興味深いホルター心電図を紹介する、独断と偏見に満ちた、お気楽なコーナー
です。62歳、男性、心房細動の方のホルター心電図です。

１

　症例は 62歳男性、主訴は心房細動。ホルター心電図を施行したところ、心房細動と正常洞調律の混在してい
ました。心房細動時の心拍数は 80から 90拍 / 分と安定しており、自覚症状もありません。問題なのは心房細
動から洞調律に戻る際、毎回心室停止が見られたことです。
　図は昼の 12時頃の記録です。4.8 秒の心室停止を認めます。洞結節の機能が低下する洞機能不全症候群も合
併していると思われます。心房細動波による洞結節への頻数刺激が止まった時、最初のＰ波を発生させるのに時
間がかかるのです。この現象は overdrive suppression と呼ばれています。
　治療は厄介です。抗不整脈薬を投与すると洞結節の機能が抑制され、心室停止時間がさらに延びる危険があり
ます。病態が進行し心房細動が慢性化すれば、このような現象は起きなくなるので、むしろ安心します。
　ではどうしましょう？　（答）循環器内科にご紹介下さい！

（ホルター心電図の解説）
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医者を辞めて漁師になりたい！？医者を辞めて漁師になりたい！？
かねだ医院　　金田　平夫

　「金田先生、ビックリするような値段がつきました！」石川漁協押水支所の
事務員からの電話です。8月12日の朝のことで前日出荷したスズキが高値で
落札された知らせです。私は、漁船名「金平丸（こんぴらまる）」の地引網漁
師の免許を、10年以上の経歴が評価されて平成19年に石川漁協より頂きまし
た。地引網はその権利を収得する事が極めて困難な奥の深いマリンスポーツです。
　地引網漁のもう一つの魅力はそのギャンブル性です。第一に網を引いた時の漁獲で、ゼロの時もあれば
海に捨てるほど大漁の時もあります。第二は出荷した魚の落札価格です、同じ魚でもキロ600円の時も
あればキロ1800円の時もあります。
　仲間25人ほどで週１回か２回ほど出漁します、普段は取れた魚は参加した仲間に分けます。夜明けと
ともに出漁し終わるのは午前１０時か１１時頃で、気持ちの良い汗をかいた後、アジの刺身と塩焼きで猫
を相手に一杯やります「超美味しいウイー！」。
　魚は主にアジですが、イカ、キス、ヤナギザワラ、スズキ、ヒラマサ、カンパチ、フクラギ、カマスな
ども獲れます。大漁の時は、高級魚を出荷します。
　約25人の仲間への出漁連絡は、電話は不可能で携帯メールでします、これは１回に5人に送付でき、内
容をコピーして5回メールすれば、どのような場所からでも数分で全員に連絡できます。体験ご希望の方
歓迎です。

母の思い出母の思い出 一林　哲弥
　私が子供のいなかった一林の家へやって来たのは、金沢大学３年のころで
した。
　その頃、母は70歳だったのですが、どう見ても50台にしかみえないなと
言うのが第一印象でした。とにかく元気な人で、一日中大きな声をだしなが
ら動きまくっていました。朝９時に診療を始め、午後１時頃午前の診療が終
わり、15分ほどの昼食のあと、１日20～30軒の往診をこなし、午後５時
から８時頃まで夜の診療をやっていました。
　母が偉いなーと思ったのは、私が引き継ぐ80歳くらいまで、どんな時間
に呼ばれても、快く往診に出向いたり、早朝、深夜の患者さんも嫌な顔ひと

つ見せずに診察を快諾していたのには、今でも頭が下がります。私も出来るだけまねしたいなと思いなが
ら、50台になってから、ちょっとさぼりがちかなと、この文章を書きながら反省しております。
　母がここ津幡町で開業したのは33歳のとき、今から67年前です。よく聞かされた思い出話は、戦後復
員してきた人たちを、１年間に限って無償診療していたということです。なぜ１年間に限ってかと言えば、
何時までも続けていると、人間甘えがでて、立ち直りの妨げになるとはなしていました。
　うん、そういう考えも正しいなと、この年になって解るよう気がします。
　また、昔は車がなく、自転車で往診していたこととか、雪の時はどんなに遠くても歩いて、一人でかば
んをかついで往診をしていた話、救急車がない頃は急病人を戸板（若い先生たちにはピンとこないかもし
れませんが）に乗せて金沢まで運んでいたこととかなど、興味深かったなと思い出します。
　晩年は、賢かった母も呆け症状がでてきて、老健の世話になりながらの人生でたが、最後まで笑顔がか
わいらしい、職員の人たちからかわいがられる年寄りでした。
　今年の７月14日、百歳の誕生日の二日後、百歳の誕生日を待っていたかのように息をひきとりました
が、その死は非常に穏やかなものでホッとしております。
　最後になりましたが、母の生前、公私にわたり、あたたかい手を差し伸べていただいたことを感謝して、
母の思い出を終わらせていただきます。ありがとうございました。
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勝利の女神勝利の女神 政岡　尚實
　80年の人生に一度だけ「勝利の女神」が私に「ほほえんだ」ことがありました。ゴル
フの話で恐縮ですが、1988年の片山津ゴルフクラブの「シニアチャンピオン」に輝い
たことです。
　私は30歳後半にゴルフをはじめ、“ゴルキチ”となり、いつの間にかHCP10となって
おり、どうしてか60歳の時が最高のゴルフでした。60歳の正月、ヒョットしたら「チャ
ンピオン」が取れるかも知れないと思案のすえ、挑戦することを決心しました。それからの10ヶ月間は「ネテもサ
メてもタダゴルフだけ」、医業はその次でした。
　競技は10月の全日曜日に行われ、第一日曜日に予選で16名選出、以後日曜日ごとにトーナメント形式で進み、最
終日曜に決勝となります。私は順調に毎週勝ち進み、決勝の日をむかえました。白山コースは晴天で、相手は知人
のＭ氏でした。「どうぞよろしく」と赤帽のキャディーとスタートする。ラウンド中のゴルファーは私達に「どうぞ」
と道をあけて下さる、王道のゴルフでありました。ハーフを終わってＭ氏はなんと36、びっくり仰天。私は40、Ｍ
氏のパターがすばらしい。ミスなし、全部入るのだ。後半に入り、私なりに納得のいく懸命のゴルフをするも４打差
は縮まらない。14番を終わって私は敗戦を覚悟する。ところが、これから「ドラマ」が始まったのです。15番ミド
ルホール、Ｍ氏は２打目を本日初めてミス、右林へ打ち込み、３打目をカーンと木にあてダボ、私は得意のアプロー
チでパー、２打差となる。16番は160ヤード、登りのショートホール、２人共ワンオン。Ｍ氏パター外し、私は４メー
トルの下りのスライスラインを入れ、バーディー。Ｍ氏は返しもはずしボギー、あっと言う間に並びました。17番
はむつかしいミドルホール、グリーン右はガケ、左は有名な７～８メートルのアリソンバンカー。２打目Ｍ氏はアイ
アンを持った、安全策でキザムのだ。私はバッフィーで勝負。ところが、力が入っていたのかフック気味で、ボール
は入れてはいけないアリソンバンカーへ一直線。どうしてか、がっかりはしなかった。サンドエッジで一振り、キャ
ディーさんが「ハイレ」と叫んだ。あまりの見事さに思わず声が出たのだろう。グリーンへ上ってみるとボールはホー
ル横10センチにピタリとついていた。奇跡だ！！Ｍ氏は下りのラインを外し、初めて１打リードとなる。最終ホー
ルは打ち上げのロングホール。私はなんとドライバーを左の林に打ち込む、あとはグリーンへ出すだけ。ところがＭ
氏は２打目をザックリミス、二人とも４オン。ボールはグリーン上で近くに並んでいる。Ｍ氏はパターをはずしボギー、
私は３メートルのフックラインを見事にいれパー、２アップの勝利となった。
　あがり４ホールは私ではなく、「女神のゴルフ」でした。天命としかいい様がない。私は青い空を見つめて、女神
に感謝の祈りを捧げた。ありがとうございました。

１．理事会・総会
４月21日㈬　第１回理事会
５月８日㈯　平成22年度定時総会･懇親会(河北亭)
５月19日㈬　第２回理事会
６月16日㈬　第３回理事会
７月21日㈬　第４回理事会
８月26日㈬　第５回理事会
９月15日㈬　第６回理事会
10月20日㈬　第７回理事会
11月17日㈬　第８回理事会
12月15日㈬　第９回理事会

２．学術研修会
・河北郡市学術講習会
４月14日㈬ 演題：｢これからの喘息治療

～患者ニーズを満たす新しい治療～」
講師：金沢市立病院　中積 泰人 先生

５月12日㈬ 演題：｢新しい糖尿病治療の幕開け」
講師：金沢医科大学　古家 大祐 先生

６月９日㈬ 演題：｢冠動脈硬化を診る～光干渉断層装置(OTC)や内皮機
能評価(MDF)など、最新の臨床診断をふまえて～」

講師：石川県立中央病院　松原 隆夫 先生
７月14日㈬ 演題：｢がん薬物療法と支持療法の進歩」

講師：金沢医科大学　元雄 良治 先生
８月11日㈬ 演題：｢注目すべき環境真菌!!

アレルギー性気道疾患の診断治療の新転換」
講師：済生会金沢病院　小川 晴彦 先生

９月８日㈬ 演題：｢難治性がん克服に向けて
～世界に先駆けた肺がん治療法に挑む～」

講師：金沢大学がん研究所　矢野 聖二 先生
10月13日㈬ 演題：｢病気にならない食生活　

－患者にガッテン(合点)してもらうために」
講師：独立行政法人国立病院機構　吉村 光弘 先生

11月10日㈬ 演題：｢潰瘍性大腸炎の新しい治療法について」
講師：金沢医科大学　有沢 富康 先生

12月８日㈬ 演題：｢Beyond the coronary intervention
～Global vascular care～目指して」

講師：心臓血管センター金沢循環器病院　名村 正伸 先生
・第６回かほく運動研究会
５月27日㈭ 演題：｢特定検診・特定保険指導の実際

～確かな効果をあげるために～」
講師：筑波大学 大学院人間総合科学研究科　田中 喜代次 先生

・第７回かほく運動研究会
10月28日㈭ 演題：｢運動がもたらす効果

～身体の適応とその生理的メカニズム～」
講師：鹿屋体育大学　荻田　太 先生

・｢救急医療週間」研修会
９月９日㈭ 演題：｢多数傷病者発生時の対応及び机上訓練」

講師：金沢医科大学救命救急科　和藤 幸弘 先生
・平成22年度学校心臓検診報告会
　　　　　 演題：｢H22年度学校心臓検診結果報告および

当医局での取り組みについて」
講師：金沢医科大学　中村 常之 先生

・河北郡市医師会　産業医研修会
12月17日㈮ 演題：｢ワクチンの最近の話題

～職場の健康管理のために～」
講師：金沢医科大学　飯沼 由嗣 先生

３．会員親睦会
６月20日㈰　河北郡市医師会春のゴルフコンペ
８月１日㈰　夏の｢わかば会」ジャルダンポール・ボキューズ
11月７日㈰　秋の｢わかば会」金沢白鳥路ホテル
11月23日㈫　河北郡市医師会秋のゴルフコンペ

４．その他
11月８日㈪　石川県医師会との懇談会

河北郡市医師会の主な行事　　　　（平成22年4月～平成22年の12月末）　
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